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第 33 回伏見・桂川出張所管内河川レンジャー運営会議 

議事要旨 

 

日時：令和４年２月１６日(水)９：３０～１１：４０ 

場所：オンライン 

出席者：委員２２名、淀川河川事務所２名、事務局２名 

 

１．議事 

（１）報告 

淀川管内河川レンジャー代表者会議開催の報告 

（２）任命 

令和３年度新規河川レンジャーの任命 

（３）審議 

１）河川レンジャー活動の成果と課題及び令和４年度河川レンジャー年間活動計画（案） 

２）令和４年度新規河川レンジャー展開計画（案） 

（４）その他 

今後のスケジュール（案） 

 

２．決定事項 

○ 今年度、以下の２名が河川レンジャーとして任命された。 

所属運営会議 所属出張所 氏名 

伏見・桂川出張所管内 
伏見出張所 中野

な か の

 清
きよし

 

桂川出張所 寺田
て ら だ

 愼一
しんいち

 

 

○ 令和４年度河川レンジャー年間活動計画（案）が委員の確認を経て決定された。 

○ 令和４年度新規河川レンジャー展開計画（案）が委員の検討を経て決定された。 

 

３．主な意見等（○意見、⇒直前の意見に関連した議論） 

（１）淀川管内河川レンジャー代表者会議開催の報告 

○ 流域治水は淀川に限らず各地で進めていく必要がある。関係するみなさんにも

協力してほしい。 
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（２）令和３年度新規河川レンジャーの任命 

○ 可能な限り先輩レンジャーの活動にスタッフとして参加する等して、河川レン

ジャー活動について学んでほしい。試行期間は、慣れないなかでの活動で、苦

労もあるが、楽しい時期だと思うので思い切り活動してほしい。 

 

 

（３）審議 

１）河川レンジャー活動の成果と課題及び令和４年度河川レンジャー年間活動計画（案） 

【伏見出張所管内】 

①鎌田レンジャーの活動 

○ 河川レンジャーアドバイザーとして実施してきた活動を引き継いでもらえ、地

域住民にも喜ばれている。今後もさらに活発に活動されることを期待している。 

○ コロナ禍では、新たな手法としてオンラインも活用して活動を進めてほしい。

伏見港とその周辺がみなとオアシスとして登録され、港を中心としたまちづく

りが進められているなかで、河川レンジャーも地元の観光協会や伏見区と連携

して活動をしていくことで、大きなムーブメントが作れるのではないか。 

 

②居原田レンジャーの活動 

○ 教育部局、環境部局、危機管理部局等の多方面から河川レンジャーに相談し、

行政の事業にも協力いただいている。行政としてもコロナ禍で思うように活動

が進められていないが、引き続き、市の事業にも協力してほしい。 

 

③奥平レンジャーの活動 

○ 河原で土器さがしは、他にはない活動で今後も継続してほしい。 

 

④中村レンジャーの活動 

○ 八幡市の防災アプリを、レンジャー活動を通じて市民に広めてほしい。 

○ 活動をふりかえり、自分自身で分析する視点がすばらしい。 

 

⑤奥平レンジャー、中村レンジャーの活動 

○ 八幡市としても治水対策を進めている。防災分野の活動は引き続き実施してほ

しい。 

 

⑥中野レンジャーの活動 

○ 先輩レンジャーと一緒に活動するなかで、先輩からも積極的にアドバイスをし

てほしい。 
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【桂川出張所管内】 

①南良レンジャーの活動 

○ 平成２５年の水害から年数が経過し、人々の記憶も薄れてきていると思う。ま

た、当時を知らない子どもたちもいると思うので、活動を通じて過去の水害に

ついて伝える等して、防災の啓発活動を引き続き行ってほしい。 

 

②寺田レンジャーの活動 

○ 嵐山地区は、今年度で治水工事がひととおり完了し、注目されている場所であ

る。施設を一般の方々に公開する機会もあると思うので、河川レンジャーとし

て連携していけるとよいのではないか。 

○ ホームページ上で、桂川に関する情報を発信することについて、公開する情報

や公開先については、事前に事務局や淀川河川事務所に相談して進めるとよい

と思う。 

 

【河川レンジャー活動全般に関する意見】 

○ 学校では、コミュニティ・スクールが導入され、地域の人と一緒に子どもを育

てようという取り組みが進んでいる。学校は、信頼できる地域の人材を探して

おり、河川レンジャーは既に学校から依頼を受け、出前授業を継続して実施し

ている。今後もこれまでに築いたつながりを活かして活動してほしい。 

○ 防災教育チャレンジプランや学習指導案も公開されているので、それらの内容

も参考にして学校との連携を進めるとよいのではないか。 

○ 流域治水では、住民、自治体、国、河川レンジャーが役割分担して進めていく

ことになり、今後は、河川レンジャーとして、益々、地域に密着して活動をし

ていくことが重要になる。 

○ マイ・タイムラインは、一般の人々にはまだあまり知られていないと思うので、

河川レンジャー活動を通じて普及してほしい。 

○ 河川レンジャーがそれぞれの強みを活かし、活動してほしい。地域の川に住民

の意識をどう向けるかが課題である。 

 

２）令和４年度新規河川レンジャー展開計画（案） 

特に意見はなかった。 

 

（４）今後のスケジュール（案） 

特に意見はなかった。 



4 

 

 

以上 


